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■
一
丁
目
　
岡
　
義
正
さ
ん

　

町
会
長
に
な
っ
て
今
年
で
4
年

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

色
々
な
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
。
二

階
建
て
の
住
宅
が
取
り
壊
し
に
な

り
、
寿
台
で
一
番
小
さ
な
町
会
と

な
り
ま
し
た
。
小
さ
な
町
会
に
は

そ
れ
な
り
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

色
々
な
と
こ
ろ
に
目
が
届
く
と
い

う
面
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
数

多
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
町
会
を
運

営
す
る
こ
と
に
、
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
二
丁
目
　
川
手
　
修
一
さ
ん

　

今
年
度
は
「
二
丁
目
町
会
発
足

50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
が

5
月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

秋
に
は
、
地
域
の
歴
史
や
史
跡
の

紹
介
と
町
会
発
足
以
来
50
年
に
わ

た
る
二
丁
目
の
歩
み
を
ま
と
め
た

「
50
周
年
記
念
誌
」
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
昨
年
5
月
22
日
の
発
足
以

来
準
備
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
実

行
委
員
会
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
町
会
の
皆
様
と
と
も
に

50
周
年
を
祝
え
る
こ
と
が
今
年
度

の
抱
負
で
あ
り
ま
す
。

■
三
丁
目
　
宮
下
　
茂
さ
ん

　

本
年
度
よ
り
新
た
に
二
つ
の
団

体
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

町
会
の
部
と
し
て
新
設
さ
れ
る

「
健
康
推
進
部
」
は
、
高
齢
者
や

一
人
暮
ら
し
の
方
々
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
を
目
的
と
す
る
活
動
を

主
体
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
会
役
員
及
び
住
民
有

志
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
環
境
整

備
協
力
隊
」
に
つ
い
て
は
、
駐
車

場
造
り
の
労
務
提
供
を
目
的
と
し

て
発
足
し
ま
す
が
、
完
成
後
は
町

会
内
美
化
等
の
推
進
活
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
四
丁
目
　
浅
田
　
淑
子
さ
ん

　

町
会
長
の
任
に
つ
い
て
3
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
1
年
目
、
2
年

目
共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
た
め
に
、
予
定
し
て
い
た

町
会
事
業
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
年
度
も
ど
の
様
に
な
る
か
先

が
読
め
ま
せ
ん
。
で
も
コ
ロ
ナ
以

前
の
四
丁
目
町
会
に
戻
れ
る
よ
う

力
を
尽
く
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
丁
目
の
長
寿
会
、青
年
会
、

育
成
会
の
三
本
柱
に
力
を
お
借
り

し
て
、
明
る
く
楽
し
い
そ
し
て
安

全
な
町
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

■
五
丁
目
　
太
田
　
文
雄
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
の
集
ま
り

を
減
ら
し
、話
す
こ
と
も
で
き
ず
、

活
動
が
出
来
な
く
、
残
念
な
思
い

で
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

夫
婦
高
齢
者
が
多
い
五
丁
目
町
会

で
す
。
例
年
通
り
行
事
が
で
き
る

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
が
共
に
支
え
合
い
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
、
明
る
い
町
会
に
出

来
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
東
町
会
　
内
山
　
博
行
さ
ん

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
騒
ぎ
は

は
や
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一

向
に
下
が
る
気
配
が
無
い
ま
ま
不

都
合
な
生
活
が
続
い
て
い
る
の
は

残
念
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
会
の
高
齢
化
は
急
激
に
進
み

住
み
易
い
地
域
づ
く
り
を
推
し
進

め
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
町
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
八
丁
目
　
早
川
　
拓
也
さ
ん

　

本
年
度
も
昨
年
度
と
変
わ
ら
ず

に
で
き
る
事
を
考
え
、
町
会
の

方
々
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
無
理

の
な
い
よ
う
に
コ
ツ
コ
ツ
と
八
丁

目
町
会
が
少
し
で
も
良
く
な
る
様

に
行
動
を
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
九
丁
目
　
竹
内
　
良
太
郎
さ
ん

　

も
う
じ
き
50
周
年
を
迎
え
る
九

丁
目
、
高
齢
化
も
進
み
役
員
の
な

り
手
不
足
や
行
事
な
ど
へ
の
参
加

も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
の
世
代
の
方
達
の
発
掘
に

力
を
入
れ
、
こ
れ
か
ら
の
九
丁
目

を
ど
う
す
る
か
共
に
考
え
て
い
け

る
組
織
作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
賛
同
し
て
く
れ
る
方
を
対
象

に
、
少
し
で
も
町
会
の
た
め
に
役

立
つ
事
を
実
践
し
、
住
み
よ
い
九

丁
目
作
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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令和4年5月1日現在の寿台

総世帯数
総人口
　　男
　　女

1 , 3 3 4世帯
2 , 7 1 6 人
1 , 2 6 2 人
1 , 4 5 4 人 

令和4年度
町会長の皆さんです

「
今
年
度
の
抱
負
と
や
り
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

町
会
長
に
聞
き
ま
し
た

町会連合会会長・東町会
内山　博行

町会連合会副会長・一丁目
岡　義正

二丁目
川手　修一

三丁目
宮下　茂

四丁目
浅田　淑子

五丁目
太田　文雄

八丁目
早川　拓也

九丁目
竹内　良太郎
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松
本
城
の
桜
の
開
花
宣
言
を
う

け
て
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
の

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
か
ら
桜
寿
祭
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
の
ぼ
ん
ぼ

り
に
桜
が
映
え
て
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。

　

本
番
の
サ
ー
ク
ル
の
展
示
、
会
食

会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
が
始
ま

る
こ
ろ
に
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
高
温

を
受
け
て
す
っ
か
り
葉
桜
に
な
って

し
ま
い
ま
し
た
。

　

20
日
か
ら
22
日
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
サ
ー
ク
ル
の
展
示
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
投
票
、
ま
た
21
日
の
会

食
会
に
延
べ
４
０
０
人
ほ
ど
の
方
々

に
桜
寿
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

特
に
会
食
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
とっ

た
上
で
弁
当
と
豚
汁
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
と
て
も
好
評
で
し
た
。

日
頃
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
皆

様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
、
ス
タ
ッフ

も
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
来
年
は
、

町
会
連
合
会
発
足
50
周
年
で
す
。

福
祉
協
議
会
も
い
ろ
い
ろ
と
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

　

お
越
し
の
皆
様
方
、
ス
タ
ッフ
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
も
、寿
台
公
民
館
デ
ジ
タ

ル
講
座
が
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

第
1
回
講
座
は「
桜
の
撮
影
会
」と

し
て
、
4
月
19
日（
火
）に
大
町
市
へ

行
って
き
ま
し
た
。

　

寿
台
の

桜
は
見
ご

ろ
を
終
え

る
頃
で
し

た
が
、
一

カ
所
目
の

撮
影
地

「
中
綱
湖
」

は
ま
だ
開

花
前
で
し

た
。満
開

の
桜
は
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、湖
面
や
桜
、空
を
バ
ラ
ンス
良
く

写
し
込
む
構
図
等
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。そ
れ
と
は
対
照
的

に
、
二
カ
所
目
の「
大
町
市
霊
園
」は

桜
が
満
開
で
、
美
し
い
桜
吹
雪
の

中
、
写
真
や
動
画
を
撮
影
し
ま
し

た
。

（
寿
台
公
民
館
）

本
講
座
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
が
よ
り
一
層

学
び
を
深
め
る
手
助
け
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
も
お
気
軽
に
公
民
館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、学
び
た
い
こ
と
、や
っ

て
み
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
ね
。

寿
台
公
民
館
デ
ジ
タ
ル
講
座

開
講
！

◇
運
営
委
員

内
山　

博
行

岡　
　

義
正

田
中　

政
喜

古
屋　

千
恵

中
島　

孝
子

小
島　

英
揮　

鳥
羽　

雅
代

大
塚　
　

栄

江
藤　

弘
子

加
藤
喜
代
志

吉
村　

幸
代

他
４
部
門
委
員
長

◇
館
報
編
集
委
員

田
中　

政
喜
（
１
）

古
屋　

千
恵
（
２
）

中
島　

孝
子
（
３
）

小
島　

英
揮
（
４
）

鳥
羽　

雅
代
（
５
）

大
塚　
　

栄
（
東
）

江
藤　

弘
子
（
８
･
全
市
版
）

加
藤
喜
代
志
（
９
）

◇
体
育
委
員

松
田　

光
陽
（
９
）

早
川　

拓
也
（
８
）

百
瀬　

康
弘
（
４
）

降
籏　

佳
範
（
４
）

白
木　

昭
彦
（
９
）

清
水　

正
郎
（
東
）

伴
場　

憲
司
（
４
）

荒
川　

道
永
（
２
）

下
里　

昌
典
（
２
）

荒
井　

幸
子
（
８
）

吉
澤　

圭
子
（
８
）

◇
文
化
委
員

青
木　

愼 

一  

（
４
）

設
楽　

秀
子
（
２
）

設
楽　

雄 

一  

（
２
）

小
出　
　

実 

（
東
）

小
野
里
恭
子
（
９
）

柴
田　

康
光
（
４
）

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

清
水　

 

一 

浩
（
東
）

寺
下　

健
太
（
３
）

二
木　

直
美
（
東
）

茂
野　

征
二
（
東
）

伊
東
美
佐
子
（
８
）

小
野
里
恭
子
（
９
）

令
和
4
年
度
寿
台
公
民
館
委
員

令
和
4
年
度
の
寿
台
公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
館
報
編
集
委
員
は

　
町
内
公
民
館
長
が
兼
任
し
ま
す
。

町
会
連
合
会
会
長

町
会
連
合
会
副
会
長

一
丁
目
町
内
公
民
館
長

二
丁
目
町
内
公
民
館
長

三
丁
目
町
内
公
民
館
長

四
丁
目
町
内
公
民
館
長

五
丁
目
町
内
公
民
館
長

東
町
会
町
内
公
民
館
長

八
丁
目
町
内
公
民
館
長

九
丁
目
町
内
公
民
館
長

松
本
市
議
会
議
員

あ
さ
だ　

   　
よ
し
こ

桜
寿
祭
を
終
え
て

浅
田
　
淑
子

寿
台
地
区
福
祉
協
議
会
長

大 町 市 霊 園 に て


